
『
山
頂
湖
面
抄
』
に
み
ら
れ
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て

二
条
皇
基
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
・
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
弔
事
』
を
中
心
に

古

野

優

子

1

 
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
成
立
、
比
丘
尼
玉
傷
の
著
し
た
と
さ
れ
る
『
山
頂

湖
面
抄
』
（
以
下
、
湖
面
抄
）
は
、
各
巻
の
内
容
を
詠
み
込
ん
だ
巻
名
歌
を
持
ち
、

そ
の
一
句
一
句
に
そ
っ
て
の
源
氏
注
釈
と
「
連
歌
付
合
」
の
解
説
が
加
え
ら
れ

た
独
自
の
形
態
を
持
つ
、
源
氏
梗
概
書
と
し
て
は
先
駆
的
書
と
も
い
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
コ

 
こ
れ
ま
で
、
諸
本
に
お
け
る
系
統
や
同
作
者
の
手
に
よ
る
享
徳
二
年
置
一
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
三
）
成
立
、
『
光
源
氏
一
部
歌
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本

稿
で
は
湖
面
抄
と
従
来
か
ら
そ
の
影
響
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
二
条
良
馬
著

『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
及
び
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
判
事
』
と
比
較
し
、

二
書
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
し
、
湖
面
抄
に
お
け
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て
検

討
し
て
ゆ
き
た
い
。

 
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
湖
面
抄
の
注
釈
が
連
歌
付
合
と
如
何
に
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
い
ま
少
し
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

 
湖
面
抄
（
静
嘉
堂
本
）
の
序
文
に
は
左
記
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

聞
及
、
定
家
卿
此
五
十
四
帖
を
一
巻
に
一
首
宛
つ
ら
ね
給
と
て
、
（
中
略
）

一
首
の
う
ち
に
其
巻
の
理
非
を
五
つ
六
つ
護
入
れ
て
三
十
一
文
字
と
せ
り
。

歌
の
風
情
は
詳
な
ら
ね
と
も
、
理
を
も
と
・
せ
り
。
（
中
略
）
さ
は
い
へ

と
も
、
一
首
に
絵
多
品
の
こ
と
は
り
あ
る
い
は
れ
を
心
え
分
給
人
ま
れ
な

り
。
末
代
の
連
歌
の
付
合
の
た
め
あ
ら
暮
し
る
す
。

 
こ
の
序
文
に
よ
り
、
定
家
卿
が
源
氏
物
語
全
帖
の
五
十
四
首
の
巻
名
歌
を
作

り
、
各
巻
の
巻
名
歌
は
和
歌
と
し
て
の
情
趣
は
な
い
が
、
各
巻
の
重
要
な
部
分

を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
こ
れ
を
よ
く
理
解
す
る
人

は
あ
ま
り
お
ら
ず
、
大
ま
か
で
は
あ
る
が
末
代
の
連
歌
付
合
の
た
め
に
こ
の
書

を
記
し
た
と
い
う
湖
面
抄
の
成
立
事
情
が
窺
え
、
本
書
が
源
氏
梗
概
の
み
を
目

的
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
ま
た
、
湖
面
抄
の
注
釈
に
お
い
て
も
源
語
か
ら
逸
脱
し
、
連
歌
付
合
の
注
釈

と
し
て
解
釈
せ
ざ
る
え
な
い
箇
所
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
夕
霧
巻
で
は
連
歌
を
作
歌
す
る
際
の
具
体
的
な
指
示
と
見
ら
れ
る

「
く
る
す
の
小
野
と
い
ふ
は
是
也
。
同
落
葉
の
小
野
・
夕
霧
の
小
野
同
所
な
れ

と
も
、
事
に
よ
り
て
名
を
か
へ
た
り
。
心
得
て
用
へ
き
也
。
」
や
幻
巻
の
「
あ

ふ
ひ
と
書
て
あ
を
い
よ
む
。
恋
に
は
あ
ふ
ひ
と
用
之
者
な
り
。
（
割
り
注
）
」
と

（1）

『
山
頂
湖
面
抄
』
に
み
ら
れ
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て
 
一
二
条
良
基
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
・
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
前
事
』
を
中
心
に



い
っ
た
一
文
や
、
椎
木
巻
の
「
初
瀬
ま
う
て
の
ヰ
宿
、
源
氏
一
部
に
あ
ま
た
あ

れ
と
も
、
是
を
本
と
せ
り
。
」
や
手
習
巻
の
「
一
、
小
野
に
は
つ
く
く
と
青

葉
の
山
を
な
か
め
て
と
い
ふ
。
名
所
青
葉
山
に
て
は
な
し
。
」
の
よ
う
に
源
語

の
内
容
と
関
わ
る
連
歌
注
釈
の
一
文
も
見
ら
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
湖
面
抄
は
源
氏
梗
概
と
連
歌
注
釈
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
持

つ
梗
概
書
で
あ
る
た
め
、
源
氏
梗
概
書
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
知
る
上
で
も
、

ま
た
解
釈
す
る
上
で
も
連
歌
的
側
面
と
の
関
係
な
く
し
て
は
そ
の
概
容
を
把
握

す
る
こ
と
は
難
し
く
思
わ
れ
る
。

 
今
回
の
比
較
資
料
と
な
る
二
条
良
基
著
『
光
源
氏
＝
部
連
歌
寄
合
』
（
以
下
、

一
部
寄
合
）
、
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
之
事
』
（
以
下
、
寄
合
之
事
）
に
つ
い

て
は
、
既
に
昭
和
三
十
年
、
古
典
文
庫
で
岡
見
正
雄
氏
に
よ
り
翻
刻
が
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、
二
番
の
書
誌
を
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

 
前
者
の
「
一
部
寄
合
」
は
、
天
理
大
学
図
書
館
蔵
『
銘
肝
腔
集
書
』
の
中
の

「
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
付
詞
」
で
あ
り
、
一
面
約
十
行
書
き
、
僅
か
紙
数
一

三
帖
の
連
歌
寄
合
書
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
「
貞
治
四
年
十
月
七
日
面
々
令

會
合
装
談
義
初
用
捨
早
。
努
々
不
可
疎
之
云
々
。
」
と
あ
り
、
湖
面
抄
成
立
時

よ
り
お
よ
そ
八
四
年
前
の
貞
治
四
年
（
二
二
六
五
）
に
成
っ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

 
巻
ご
と
に
そ
の
巻
の
寄
合
と
和
歌
が
書
か
れ
、
全
帖
で
七
一
四
語
の
寄
合
が

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
釈
は
一
切
さ
れ
て
い
な
い
。
各
巻
ご
と

の
寄
合
の
数
は
定
ま
ら
ず
、
最
も
寄
合
の
多
い
巻
の
須
磨
巻
で
は
七
七
語
、
一

方
で
紅
梅
巻
の
よ
う
に
寄
合
が
二
語
し
か
な
い
巻
も
あ
る
。

 
後
者
の
「
寄
合
呪
事
」
は
、
岡
見
氏
の
解
題
に
よ
る
と
「
寓
目
し
た
室
町
時

・
代
の
一
官
本
」
と
さ
れ
、
未
だ
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
年
、
『
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
 
和
古
書
目
録
一
九
七
ニ
ー
一
九
九
七
』
に
同
本
と
思
わ
れ

る
一
書
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
の
書
誌
を
挙
げ
る
。

    ロ紙内外

数好題
一 」■鰯1 一

【
蔵
書
印
】

【
奥
書
】

『
源
氏
写
本
 
全
』
う
す
茶
紙
表
紙
 
中
央
に
打
ち
つ
け
書
き
。

ナ
．
シ

遊
紙
 
ナ
シ
 
墨
付
き
 
七
十
九
帖
 
一
面
約
八
行
書
き
。

 
※
た
だ
し
、
藤
里
葉
巻
よ
り
前
の
帖
を
欠
く
。

首
に
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」
「
三
木
架
帯
蔵
」
の
印
。

 
「
此
巻
翼
長
井
越
前
上
満
実
所
持
被
写
之
。
如
本
訴
書
之
。
文
盲
悪
筆
之
。

 
 
一
々
割
興
誤
假
名
遣
之
相
違
可
多
之
。
警
手
写
本
文
名
遣
幅
出
不
足
有
之
。

 
 
分
別
之
処
不
少
々
引
訳
了
。
不
及
慮
弁
賢
者
書
本
書
置
也
。
於
後
覧
披
糺

 
 
国
者
筆
者
之
本
意
也
。

 
 
 
干
時
永
禄
四
年
梅
月
下
旬
書
風
 
 
 
 
 
筆
者
朝
賀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持
主
長
井
越
前
守
満
実
」

と
あ
り
、
本
書
が
奥
書
き
に
よ
り
永
禄
四
年
（
一
五
六
二
）
に
成
立
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
岡
見
氏
本
と
こ
の
本
を
校
合
す
れ
ば
、
資
料
館
蔵
本
の
方
が

や
や
時
代
ぽ
下
る
よ
う
で
あ
る
。
底
本
を
岡
見
氏
の
翻
刻
に
夢
浮
橋
巻
の
一
部

分
を
比
較
す
れ
ば
、

 
 
 
 
な
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
シ

又
か
や
う
に
こ
と
ば
お
・
く
っ
く
り
出
せ
る
も
の
が
た
り
も
つ
み
に
は
て

 
ナ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
き
は
し

は
窪
む
し
や
う
を
し
ら
せ
ん
た
め
な
れ
ば
ゆ
め
の
う
き
舟
と
い
ふ
心
な

（2）

、

、



 
 
 
ナ
シ

り
。
か
る
か
ゆ
へ
に
は
し
を
こ
と
ば
の
や
す
め
に
し
て
ゆ
め
の
う
き
は
し

と
い
へ
り

い
ふ
な
り
。
（
中
略
）

の
り
の
し
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
よ
ふ

の
り
の
し
た
た
つ
ぬ
る
み
ち
を
し
る
へ
に
て
お
も
は
ぬ
山
に
ふ
み
ま
と
ふ

か
な釧

と
な
る
。

 
ま
た
特
に
注
目
し
た
い
の
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
に
は
巻
名
歌
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
寺
本
氏
の
述
べ
ら
れ
た
如
く
巻
名
歌
が
「
後
か

ら
補
入
さ
れ
た
」
こ
と
を
補
強
で
き
る
一
つ
の
証
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

残
念
な
が
ら
先
に
の
べ
た
よ
う
に
藤
裏
葉
巻
よ
り
前
帖
二
十
九
帖
分
を
欠
く
た

め
、
本
稿
の
引
用
は
岡
見
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。

 
岡
見
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寄
合
血
忌
は
『
源
概
抄
』
な
る
名
で
存
す

る
寓
本
も
あ
り
、
草
稿
本
に
或
い
は
後
人
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
一

部
寄
合
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 
そ
の
内
容
は
、
一
部
寄
合
に
源
氏
梗
概
及
び
解
説
が
加
わ
り
、
湖
面
抄
と
同

じ
「
巻
名
歌
」
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
密
書
の
著
者
二
条
良
基
は
、
周
知
の
如
く
二
条
当
流
の
和
歌
を
復
興
さ

せ
、
連
歌
を
確
立
し
た
第
一
人
者
で
あ
り
、
博
学
多
能
に
し
て
詞
藻
に
富
み
、

文
和
五
年
（
二
二
五
七
）
に
は
初
の
准
勅
撰
集
で
あ
る
『
菟
玖
波
集
』
二
十
巻

を
著
し
て
い
る
。
良
基
の
連
歌
保
護
及
び
そ
の
提
撫
は
、
連
歌
道
の
興
隆
に
與

っ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

 
湖
面
抄
の
作
者
で
あ
る
祐
倫
と
良
基
（
元
鷹
二
年
＝
二
二
〇
～
元
中
五
年
一

三
八
八
）
の
生
存
年
代
を
考
え
れ
ば
、
唯
一
、
祐
倫
の
生
存
が
確
認
で
き
る
『
康

富
記
』
の
享
徳
三
年
か
ら
四
年
（
一
四
五
四
～
五
五
年
）
の
間
、
既
に
祐
倫
が

「
老
比
丘
尼
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
生
存
年
代
は
重
な
っ
て
お

ら
ず
、
ま
た
二
書
の
成
立
年
代
に
お
い
て
も
約
百
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
る
。

 
し
か
し
、
良
基
が
『
菟
玖
波
集
』
の
編
纂
に
当
た
り
、
一
介
の
地
下
の
連
歌

師
で
あ
っ
た
救
済
の
連
歌
を
重
く
み
た
こ
と
や
『
九
州
問
答
』
で
寄
合
に
な
る

言
葉
を
広
げ
る
目
的
で
源
氏
な
ど
に
手
を
広
げ
言
葉
の
蒐
集
に
つ
と
め
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
連
歌
に
携
わ
り
、
救
済
と
同
じ
立
場
の
地
下
の
連
歌
師
で
あ
る

嚢
虫
が
こ
れ
を
意
識
し
な
い
は
ず
は
な
く
、
両
者
に
は
何
ら
か
の
接
点
が
有
る

の
で
は
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
2

 
従
来
、
湖
面
抄
と
一
部
寄
合
・
寄
合
之
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十

四
年
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』
で
寺
本
直
彦
氏
が
巻
名
歌
と
の
関
わ
り
か
ら

 
 
 
 
 
 
は
る

言
及
さ
れ
て
い
る
。

 
氏
は
巻
名
歌
と
＝
部
寄
合
の
句
の
一
致
率
を
調
査
し
、
巻
名
が
読
み
込
ま
れ

た
第
一
句
を
除
い
た
四
句
の
総
計
二
百
十
六
句
の
う
ち
、
一
部
寄
合
と
合
致
す

る
句
の
合
計
は
一
一
三
句
と
な
り
、
過
半
数
の
五
十
二
％
が
合
致
す
る
と
の
説

を
だ
さ
れ
、
両
面
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象

が
巻
名
歌
の
み
に
止
ま
り
、
ま
た
そ
の
比
較
方
法
に
句
中
の
一
語
だ
け
が
共
通

し
た
り
、
源
氏
の
歌
に
一
部
分
だ
け
が
合
致
し
た
り
し
て
も
（
例
え
ば
、
湖
面

『
山
頂
湖
面
抄
』
に
み
ら
れ
る
連
歌
舌
側
面
に
つ
い
て
 
1
二
条
良
基
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
・
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
之
事
』
を
中
心
に

（3）



抄
の
巻
名
歌
に
「
う
つ
碁
」
乏
あ
っ
て
も
一
部
寄
合
に
「
碁
」
が
あ
れ
ば
合
致

し
て
い
る
と
み
な
す
）
一
致
と
し
て
い
る
た
め
分
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

 
氏
の
御
壷
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
さ
ら
に
詳
細
に
二
百
の
相
互
の
影

響
関
係
と
そ
の
合
致
率
を
み
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
神
宮
本
湖
面
抄
の
巻
名
歌

お
よ
び
注
釈
部
分
に
ま
で
ひ
ろ
げ
比
較
検
討
し
た
い
。

 
例
え
ば
、
空
蝉
巻
を
比
較
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

【一

矧
�
〟
z

 
 
 
 
二
井
空
蝉

お
も
ひ
こ
り
た
る
 
い
よ
の
み
け
た
 
碁
軒
は
の
お
き
 
た
は
む
心
な
き

う
つ
せ
み
の
身
を
か
え
て
け
る
 
の
も
と
に
な
を
人
か
ら
の
な
つ
か
し
き
か
な

【
神
宮
本
湖
面
抄
】

 
○
う
つ
せ
み
の
う
つ
碁
を
見
け
る
て
な
ら
ひ
の
文
に
は
あ
ら
て
ぬ
る
・
袖
か
な

 
 
（
中
略
）

 
一
、
打
碁
を
の
ぞ
く
と
は
、
（
中
略
）
む
す
め
は
心
と
く
見
え
て
、
ゆ
ひ
を
か
・

 
 
め
て
、
・
石
の
か
す
を
と
お
は
た
み
そ
と
か
そ
ふ
る
さ
ま
、
倒
剣

 
 
た
も
た
と
く
し
か
る
ま
し
く
見
た
ま
ふ
。

 
 
（
中
略
）

 
一
、
手
習
と
は
も
ぬ
け
し
ぬ
れ
は
、
（
中
略
）

空
蝉
の
身
を
か
へ
て
け
る
 
の
も
と
に
猶
人
か
ら
の
な
つ
か
し
き
哉

空
蝉
巻
で
湖
面
抄
と
一
部
寄
合
の
寄
合
語
が
合
致
す
る
も
の
に
は
、
「
い
よ

の
み
け
た
」
「
碁
」
の
寄
合
語
と
「
う
つ
せ
み
の
」
の
和
歌
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
和
歌
に
お
い
て
は
一
句
を
一
語
と
み
な
し
、
自
立
語
の
単
位
で
比
較

し
て
合
致
率
を
調
査
し
て
い
る
。

 
こ
の
空
蝉
の
和
歌
の
五
句
を
五
語
と
し
、
二
書
と
も
校
異
が
な
い
た
め
五
語

全
て
一
致
と
見
な
し
、
空
蝉
巻
で
湖
面
抄
と
一
部
寄
合
の
合
致
す
る
寄
合
語
は
、

計
七
語
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
で
巻
ご
と
の
寄
合
語
の
合
致
率
一
覧

表
を
左
記
に
挙
げ
る
。

源
氏
寄
合
語
比
較
一
覧
表

 
①
一
部
寄
合
寄
合
語
数
②
一
部
寄
合
と
合
致
す
る
湖
面
抄
の
寄
合
語
数

松
 
風
絵
合

蓬
生

関
屋

躬
壷

明
石

須
磨

花
散
里

榊 葵
、
花
宴

紅
葉
賀
末
摘

若
紫

夕
顔

空
蝉

箒
木

桐
壺

巻
名

21 5 22 3 ll 8 77 5 45 ll 9 10 16 40 15 10 37 51 ①

7 3 11 2 5 1 2 4 15 3 7 5 4 17 4 7 ll 12 ②

0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 △

30 60 50 60 40 10 2 80 30 20 70 50 20 40 20 70 20 20 ％

柏
 
木

若
菜
下

若
菜
上

藤
量

梅
枝

巻
柱

藤
袴

御
幸

野
分

簿
火

常
夏

蛍 胡
蝶

初
音

玉
葛

乙
女

橦 薄
雲

巻
名

3 8 9 4 3 12 3 3 5 4 6 3 5 5 8 10 5 17 ①

1 1 2 1 2 2 2 3 4 3 5 1 3 2 1 3 3 1 ②

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 △

30 10 20 20 60 10 60 100 80 70 80 30 60 40 10 30 60 5 ％

（4）



総
寄
合
数

夢
浮
橋
手
習

蜻
蛉

浮
舟

吾
妻
屋
宿
木

早
蕨

総
角

椎
下

橋
姫

竹
川

紅
梅

匂
兵
部

幻御
法

夕
霧

鈴
虫

横
笛

巻
名

714 7 20 7 14 14 15 7 13 17 28 ll 2 4 3 4 25 3 4 ①

229 6 5 3 5 1 6 7 3 9 4 4 1 3 2 3 5 0 2 ②

14 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 △

30％ 80 20 40 30 7 40 100 20 50 10 30 50 70 60 70 20 0 50 ％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
段
よ
り
、
巻
名
、
次
に
良
基
の
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部
寄
合
の
寄
合
語
数
、
一
部
寄
合
と
湖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
面
抄
の
寄
合
語
が
一
致
す
る
数
、
△
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
て
で
は
な
い
が
寄
合
語
の
言
葉
が
両

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
で
重
な
っ
て
い
る
語
句
が
あ
る
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
意
味
で
表
示
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巻
名
歌
と
注
釈
部
分
を
比
較
し
、
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部
寄
合
と
湖
面
抄
の
寄
合
語
が
す
べ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合
致
す
る
巻
は
、
御
幸
・
早
蕨
の
計
二
巻
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
七
十
％
以
上
の
付
合
の
一
致
を
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
す
巻
は
、
空
蝉
・
花
宴
・
花
散
里
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
常
夏
・
舞
火
・
野
分
・
御
法
・
匂
兵
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卿
宮
の
計
八
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
が
一
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寄
合
の
総
寄
合
語
数
七
一
四
語
に
対
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
湖
面
抄
の
寄
合
語
一
致
数
は
二
二
九
語

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
全
体
の
約
三
十
％
し
か
み
た
し
て
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
ず
、
先
の
湖
面
抄
の
巻
名
歌
の
み
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検
討
し
た
寺
本
氏
の
デ
ー
タ
ー
と
や
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
異
な
り
、
湖
面
抄
と
一
部
寄
合
が
そ
う

密
接
な
関
係
に
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
点
が
で
て
く
る
。

 
巻
名
歌
と
は
、
各
巻
の
巻
名
と
そ
の
内
容
を
読
み
込
ん
だ
一
首
の
和
歌
の
事

を
指
す
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
桐
壼
巻
の
巻
名
歌
は
「
き
り
つ
ほ
の
う
ち

ゑ
み
か
ほ
の
お
も
や
せ
て
お
か
し
は
つ
か
し
花
鳥
の
声
」
と
な
り
、
第
一
句
目

が
巻
名
、
第
二
句
目
が
い
か
な
る
仇
敵
で
あ
っ
て
も
つ
い
微
笑
ん
で
し
ま
う
光

源
氏
の
か
わ
い
ら
し
い
様
。
第
三
句
目
が
桐
壷
更
衣
の
病
に
患
っ
た
容
貌
、
第

四
句
目
が
更
衣
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
だ
母
君
の
和
歌
、
第
五
句
目
が
生
前
の
桐

壺
更
衣
の
美
し
か
っ
た
容
貌
が
よ
ま
れ
て
い
る
。
湖
面
抄
の
巻
名
歌
は
全
帖
の

巻
の
冒
頭
に
み
ら
れ
、
そ
の
注
釈
も
巻
名
歌
に
沿
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

 
一
方
、
寄
合
之
事
の
巻
名
歌
は
模
・
乙
女
・
玉
髪
・
初
音
・
小
蝶
・
蛍
・
常

夏
・
箋
火
・
野
分
・
御
幸
・
藤
袴
・
愼
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉
・
若
菜
上
下
・

幻
・
匂
宮
・
紅
梅
・
東
屋
・
浮
舟
・
蜻
蛉
巻
の
計
二
十
二
巻
の
巻
名
歌
が
欠
け

て
お
り
、
五
十
四
帖
中
、
三
十
二
帖
し
か
巻
名
歌
を
持
た
な
い
。

 
ま
た
、
湖
面
抄
の
よ
う
に
巻
の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
巻
名
歌
に
沿
っ
て
の
注

釈
が
寄
合
之
事
で
は
さ
れ
ず
、
書
か
れ
て
い
る
位
置
が
時
に
巻
の
最
後
に
あ
る

な
ど
一
定
し
て
い
な
い
。

 
更
に
、
巻
名
歌
に
お
け
る
語
句
の
不
正
確
さ
も
寄
合
之
事
で
指
摘
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
一
例
と
し
て
横
笛
巻
の
巻
名
歌
は
、

【
湖
面
抄
】

 
よ
こ
笛
の
よ
の
う
き
ふ
し
に
見
る
夢
を
た
え
に
し
琴
の
玉
の
を
に
せ
ん

（5）

 
 
3

 
次
に
、
湖
面
抄
と
寄
合
之
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
二
書
に
共
通
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
巻
名
歌
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

【
寄
合
之
事
】

 
よ
こ
笛
の
よ
の
う
き
つ
ま
に
見
し
夢
を
あ
ひ
み
し
琴
の
玉
の
を
に
せ
ん

『
山
頂
湖
面
抄
』
に
み
ら
れ
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て

二
条
良
基
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
・
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
之
事
』
を
中
心
に



と
な
っ
て
お
り
、
第
一
・
三
・
五
句
目
は
湖
面
抄
・
寄
合
之
事
と
も
変
わ
っ
て

い
な
い
が
第
二
・
四
句
目
に
校
異
が
認
め
ら
れ
る
。
校
異
の
あ
る
第
二
・
四
句

目
を
歯
黒
横
笛
巻
に
そ
っ
て
検
討
し
て
み
る
。

 
第
二
句
目
の
「
よ
の
う
き
ふ
し
」
は
、
湖
面
抄
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
柏
木
と

女
三
宮
の
不
義
の
子
で
あ
る
幼
い
薫
が
、
生
え
か
け
た
歯
で
竹
の
子
を
噛
む
そ

の
可
愛
ら
し
い
様
子
を
み
て
、
源
氏
が
詠
ん
だ
和
歌
と
さ
れ
て
い
る
。

 
 
御
歯
の
生
ひ
三
つ
る
に
食
ひ
当
て
む
と
て
、
筍
を
つ
と
握
り
持
ち
て
、
雫

 
 
も
よ
よ
と
食
ひ
濡
ら
し
た
ま
へ
ば
、
「
い
と
ね
ぢ
け
た
る
色
ご
の
み
か
な
」

 
 
と
て
、

 
 
 
 
う
き
ふ
し
も
忘
れ
ず
な
が
ら
く
れ
竹
の
こ
は
棄
て
が
た
き
も
の
に
ぞ

 
 
 
 
あ
り
け
る

 
 
と
率
て
放
ち
て
の
た
ま
ひ
か
く
れ
ど
、
う
ち
笑
ひ
て
、
何
と
も
思
ひ
た
ら

 
 
ず
い
と
そ
そ
か
し
う
這
ひ
下
り
騒
ぎ
た
ま
ふ
。

 
 
※
本
文
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
 
 
『
源
氏
物
語
』
第
四
巻

 
 
 
横
笛
巻
に
よ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
ま
た
こ
の
和
歌
は
「
う
き
ふ
し
」
で
諸
本
異
同
な
く
、
寄
合
学
事
の
「
う
き

つ
ま
」
で
は
不
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。

 
た
だ
し
、
「
う
き
つ
ま
」
は
横
笛
巻
に
用
例
が
一
例
認
め
ら
れ
る
。
夕
霧
が

一
条
宮
を
訪
問
し
、
落
葉
宮
の
母
一
条
御
息
所
と
対
面
し
た
折
り
、
御
息
所
が

娘
の
様
子
を
語
る
場
面
で
、

あ
ら
ぬ
さ
ま
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
う
な
り
て
、
な
が
め
過
ぐ
し
た
ま
ふ
め
れ
ば
、

世
の
う
き
つ
ま
に
、
と
い
ふ
や
う
に
な
む
見
た
ま
ふ
る
。

と
い
う
一
文
が
話
語
に
あ
り
、
全
集
の
注
に
よ
れ
ば
、
『
源
氏
釈
』
の
「
浅
茅

生
の
小
篠
が
原
に
置
く
露
ぞ
世
の
憂
き
つ
ま
と
思
ひ
尽
る
る
」
の
和
歌
の
指
摘

を
挙
げ
る
が
、
湖
面
抄
・
寄
合
之
事
ど
ち
ら
に
も
そ
の
場
面
の
注
釈
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
「
よ
こ
笛
」
の
寄
合
語
と
し
て
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
か
ら
も
、

湖
面
抄
の
「
う
き
ふ
し
」
の
方
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

 
第
四
句
目
「
た
え
に
し
琴
の
」
は
、
第
二
句
目
と
同
場
面
で
、
柏
木
の
遺
物

で
あ
る
和
琴
を
夕
霧
が
一
条
宮
に
弾
く
よ
う
所
望
し
た
と
こ
ろ
、
御
息
所
が
、

故
君
の
常
に
弾
き
た
ま
ひ
し
琴
な
り
け
り
。
を
か
し
き
手
ひ
と
つ
な
ど
、

す
こ
し
弾
き
た
ま
ひ
て
、
「
あ
は
れ
、
い
と
め
づ
ら
か
な
る
音
に
掻
き
鳴

ら
し
た
ま
ひ
し
は
や
。
こ
の
御
琴
に
も
籠
り
て
は
べ
ら
ん
か
し
。
う
け
た

ま
は
り
あ
ら
は
し
て
し
が
な
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
「
琴
の
緒
絶
え
に
し
後

よ
り
、
昔
の
御
童
遊
び
の
な
ご
り
を
だ
に
思
ひ
出
で
た
ま
は
ず
な
ん
な
り

に
て
は
べ
め
る
。
…
」

と
い
う
場
面
か
ら
き
て
お
り
、
こ
こ
で
も
第
二
句
目
同
様
、
寄
合
判
事
の
「
あ

ひ
み
し
琴
の
」
で
は
巻
の
流
れ
に
沿
わ
ず
意
味
が
通
ら
な
く
な
る
。

 
こ
の
よ
う
に
源
語
に
沿
っ
て
検
討
す
れ
ば
、
寄
合
之
事
の
巻
名
歌
の
一
句
一

句
の
不
正
確
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

 
両
書
に
巻
名
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
成
立
年
代
か
ら
素
直
に
考
え
れ

ば
、
先
に
成
立
し
た
二
条
良
基
著
の
寄
合
之
事
に
巻
名
歌
が
あ
り
、
そ
れ
を
見

た
快
然
が
湖
面
抄
に
書
き
写
し
た
か
も
と
考
え
た
く
も
な
る
が
、
前
述
し
て
き

た
よ
う
に
、

（6）



1
 
寄
合
之
事
の
巻
名
歌
の
大
部
分
が
欠
け
て
お
り
、
時
に
冒
頭
、
時
に
巻

 
の
最
後
と
位
置
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
割
注
で
書

 
か
れ
て
い
る
こ
と
。

2
 
寄
合
之
事
の
注
釈
が
湖
面
抄
の
よ
う
に
巻
名
歌
に
沿
っ
て
な
さ
れ
て
い

 
な
い
こ
と
。

3
 
源
語
に
沿
わ
な
い
語
句
が
寄
合
学
事
の
巻
名
歌
に
見
ら
れ
る
こ
と
。

4
 
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
同
訓
と
み
ら
れ
る
一
書
に
は
巻
名
歌
が
見
ら

 
れ
な
い
こ
と
。

 
以
上
、
四
つ
の
点
か
ら
寄
合
之
事
に
み
ら
れ
る
巻
名
歌
は
寺
本
氏
の
指
摘
の

如
く
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
今
回

確
認
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
『
源
氏
写
本
』
（
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合

旧
事
』
）
に
も
巻
名
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
氏
の
論
が
更
に
補

強
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
連
歌
の
権
威
者
で
あ
っ
た
良
基
の
著
し
た
寄
合
之
事
に
湖
面
抄
の
巻
名
歌
が

後
人
に
よ
っ
て
書
き
添
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
逆
に
湖
面
抄
が
連
歌
書
と
し
て
高

い
評
価
を
後
世
ま
で
受
け
て
い
た
一
つ
の
証
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
変

興
味
深
い
点
で
あ
る
。

 
 
4

 
良
基
の
著
し
た
一
部
寄
合
・
寄
合
之
事
の
二
倍
と
湖
面
抄
と
の
影
響
関
係
を

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
一
部
寄
合
の
寄
合
語
と
湖
面
抄
の
巻
名
歌
及
び
そ
の

注
釈
ま
で
を
対
象
と
し
た
寄
合
語
を
比
較
し
、
ま
た
、
両
書
の
影
響
関
係
の
根

拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
寄
合
之
事
の
巻
名
歌
と
神
宮
本
湖
面
抄
の
巻
名
歌
と
の

比
較
を
試
み
た
。

 
そ
の
結
果
、
一
部
寄
合
の
寄
合
と
湖
面
抄
の
寄
合
の
一
致
率
が
極
め
て
低
い

こ
と
、
ま
た
寄
合
之
事
の
巻
名
歌
に
お
け
る
語
句
の
不
正
確
さ
や
巻
名
歌
に
沿

っ
た
注
釈
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
本
に
巻
名
歌
な
る
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

湖
面
抄
と
二
条
良
基
の
著
し
た
一
部
寄
合
・
寄
合
心
事
に
は
寺
本
氏
の
指
摘
す

る
よ
う
な
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
点
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
た
。
二
書
の
違
い
は
勿
論
、
そ
れ
を
見
る
読
者
層
の
違
い
も
一
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
、
あ
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
連
歌
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
ま
た
地
下

の
連
歌
師
救
済
を
菟
玖
波
集
に
優
先
的
に
論
集
し
た
良
基
が
著
し
た
一
部
寄

合
・
寄
合
之
事
を
、
救
済
と
同
じ
立
場
で
あ
る
地
下
の
連
歌
師
素
本
が
意
識
し

な
い
は
ず
は
な
く
、
や
は
り
ど
こ
か
で
は
こ
の
青
書
を
祐
倫
が
見
て
い
た
可
能

性
も
ぬ
ぐ
い
さ
れ
な
い
。

 
今
回
の
検
討
の
み
で
性
急
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
様
々
な
注

釈
書
が
乱
立
し
た
中
世
の
一
側
面
を
窺
い
知
る
上
で
の
手
掛
か
り
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
、
今
後
、
多
く
の
連
歌
資
料
お
よ
び
源
氏
の
影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ

た
連
歌
作
品
に
注
目
し
、
湖
面
抄
に
お
け
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て
更
に
詳
し

く
検
討
し
た
い
。

注
1

注
2

今
井
源
衛
・
古
野
『
山
頂
湖
面
抄
諸
本
集
成
』

平
成
十
一
年
笠
間
書
院

注
1
に
同
じ
。

解
題

『
山
頂
湖
面
抄
』
に
み
ら
れ
る
連
歌
的
側
面
に
つ
い
て

二
条
良
基
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
』
・
『
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
記
事
』
を
中
心
に

（7）



注
3

注
4

注
5

『
山
頂
湖
面
抄
』
の
諸
本
は
現
在
七
本
確
認
さ
れ
、
諸
本
文
章
量
の
違

い
は
あ
る
が
、
巻
名
歌
の
由
来
と
本
書
の
成
立
事
情
が
書
か
れ
た
序
文

な
る
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
諸
本
の
中
で
最
善
本
と
目
さ
れ
る
神
宮
文
庫
蔵
本
と
、
神
宮

本
と
近
い
関
係
に
あ
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
序
文
に
は
、

 
聞
お
よ
ほ
す
、
定
家
卿
此
五
十
四
帖
を
一
巻
に
一
首
つ
・
詠
之
給
ふ
。

 
し
か
あ
る
に
、
其
巻
の
理
を
い
つ
・
六
詠
入
れ
て
光
一
字
と
せ
り
。

 
歌
の
風
情
は
つ
ま
ひ
ら
か
な
ら
ね
共
、
理
を
本
と
せ
り
。
自
其
源
氏

 
初
心
の
人
は
何
と
も
心
得
給
ふ
巻
の
か
は
り
を
も
知
給
ふ
へ
か
ら
す
。

 
あ
ら
く
注
侍
る
所
也
。
或
は
こ
の
五
十
四
首
を
源
氏
の
歌
な
り
と

 
心
得
事
あ
り
。
あ
や
ま
り
な
る
へ
し
。
さ
る
あ
ひ
た
作
者
を
あ
ら
は

 
し
て
注
な
り
。
ゆ
め
く
ひ
か
く
し
き
事
は
あ
る
へ
か
ら
す
。

と
あ
り
、
「
連
歌
付
合
」
云
々
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
は
、

諸
本
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
お
そ
ら
く
、
書
写
者
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

寺
本
直
彦
氏
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』

昭
和
四
十
五
年
 
風
間
書
房

注
4
に
同
じ
。

（8］


